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議会議員が決定
また、５月１０日の臨時会で、正副議長の人事や委員会構成などが決まりました。

健
全
財
政
の
保
持
に
渾
身
の
努
力
を

　

こ
の
た
び
、
平
成
23
年
５
月
10

日
の
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、

お
お
い
町
議
会
５
代
目
議
長
の
要

職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
重
責
を
痛
感
し
、
地

方
自
治
の
発
展
と
福
祉
向
上
、
開

か
れ
た
議
会
運
営
を
目
指
し
て
、

誠
心
誠
意
努
力
い
た
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
民

各
位
の
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
、
つ
つ
し
ん
で
お
見
舞
い
申
し

あ
げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
で
も
早

い
復
興
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
、
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
も
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
、国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

国
策
で
進
め
ら
れ
て
き
た
原

子
力
発
電
所
を
誘
致
し
て
以
来
、

四
十
年
余
り
原
子
力
と
共
存
共
栄

し
て
ま
い
り
ま
し
た
お
お
い
町
に

と
り
ま
し
て
、
大
変
重
大
な
政
策

変
換
で
あ
り
、
財
政
的
に
も
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、

理
事
者
と
議
会
が
一
体
と
な
り
、

健
全
財
政
の
保
持
に
努
め
る
た
め
、

渾
身
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
格
別
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お
お
い
町
議
会 

議
長

　
　
　
　
　

新
谷　

欣
也
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第３代おおい町
任期満了に伴う町議会議員一般選挙が４月24日に行われ、新しい議員14人が決まりました。

議　

長 

新
谷　

欣
也　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長 

小
川　

宗
一

総
務
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長 

森
内　

正
美

　
　

副
委
員
長 

猿
橋　

啓
一

　
　

委　
　

員 

新
谷　

欣
也

 

中
塚　
　

寛

 

今
川　

直
樹

 

森
口　

精
治

 

松
宮　

史
知

 

尾
谷　

和
枝

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長 

古
石　
　

實

　
　

副
委
員
長 

猿
橋　
　

巧

　
　

委　
　

員 

中
本　
　

茂

 

松
井　

榮
治

 

小
川　

宗
一

 

浜
上　

雄
一

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長 
中
塚　
　

寛

　
　

副
委
員
長 
古
石　
　

實

　
　

委　
　

員 
猿
橋　
　

巧
 

中
本　
　

茂
 

松
井　

榮
治
 

小
川　

宗
一

 

森
内　

正
美

 

今
川　

直
樹

 

浜
上　

雄
一

 

猿
橋　

啓
一

 

森
口　

精
治

 

松
宮　

史
知

 

尾
谷　

和
枝

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長 

松
井　

榮
治

　
　

副
委
員
長 

浜
上　

雄
一

　
　

委　
　

員 

猿
橋　
　

巧

 

中
塚　
　

寛

 

小
川　

宗
一

 

猿
橋　

啓
一

 

松
宮　

史
知

広
報
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長 

松
宮　

史
知

　
　

副
委
員
長 

森
口　

精
治

　
　

委　
　

員 

小
川　

宗
一

 

森
内　

正
美

 

今
川　

直
樹

 

尾
谷　

和
枝

企
業
誘
致
等
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長 

中
本　
　

茂

　
　

副
委
員
長 

今
川　

直
樹

　
　

委　
　

員 

中
塚　
　

寛

 

浜
上　

雄
一

 

猿
橋　

啓
一

 

森
口　

精
治

 

尾
谷　

和
枝

議
会
運
営
委
員
会

　
　

委
員
長 

中
本　
　

茂

　
　

副
委
員
長 

中
塚　
　

寛

　
　

委　
　

員 

猿
橋　
　

巧

 

古
石　
　

實

 

森
内　

正
美

 

森
口　

精
治

嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会

　
　

議　
　

員 

新
谷　

欣
也

　
　

議　
　

員 

中
塚　
　

寛

若
狭
消
防
組
合
議
会

　
　

議　
　

員 

猿
橋　
　

巧

　
　

議　
　

員 

中
本　
　

茂

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

　
　

議　
　

員 
松
井　

榮
治

　
　

議　
　

員 

森
内　

正
美

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　

広
域
連
合
議
会

　
　

議　
　

員 

新
谷　

欣
也
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●
平
成
23
年
度
６
月
補
正
予
算

　

所
要
の
経
費
を
追
加
す
る
一
般
会
計
補

正
予
算
（
そ
の
１
）
は
、
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
・
報
告
の
後
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
そ
の
１
）

５
億
７
２
８
４
万
円

（
全
会
一
致
・
可
決
）

【
主
な
歳
出
】

総
務
費

○
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
運
営
事
業

　

Ｂ
Ｓ
放
送
の
新
規
チ
ャ
ン
ネ
ル
追
加
に

対
応
す
る
た
め
、
有
線
放
送
設
備
の
改
修

を
行
う
も
の
。

５
８
９
万
３
千
円

農
林
水
産
業
費

○
鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
対
策
事
業

　

山
際
に
金
網
柵
を
設
置
す
る
鳥
獣
被
害

防
止
緊
急
対
策
事
業
を
、
国
の
補
助
事
業

に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
幅
に
増

額
す
る
も
の
。

５
億
３
２
１
４
万
７
千
円

●
専
決
処
分
の
承
認

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　

被
保
険
者
の
出
生
育
児
一
時
金
を
35
万

円
か
ら
39
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
。

（
全
会
一
致
・
承
認
）

国
民
健
康
税
条
例
の
改
正

　

基
礎
課
税
額
の
上
限
を
50
万
円
か
ら

51
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
の
上
限
を
13
万
円
か
ら
14
万
円
に
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
る
も
の
。

（
全
会
一
致
・
承
認
）

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
柿
本
治
氏
（
笹
谷
）

を
再
任
す
る
も
の
。（

全
会
一
致
・
同
意
）

● 

林
産
加
工
施
設
用
地
造
成
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結

　

残
土
処
理
方
法
の
変
更
な
ど
に
伴
い
、

工
事
費
を
１
１
０
２
万
５
千
円
減
額
し
、

７
２
４
５
万
円
で
工
事
請
負
変
更
契
約
を

株
式
会
社
山
本
組
と
結
び
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

○
消
費
者
に
選
ば
れ
る

　
　
　
　

福
井
米
づ
く
り
事
業

　

米
の
品
質
を
確
保
す
る
た
め
、
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
に
生
籾
用
食
味
分
析

計
を
導
入
す
る
こ
と
に
補
助
を
行
う
も
の
。

５
０
８
万
円

土
木
費

○
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

　

橋
梁
基
本
点
検
の
結
果
を
受
け
、
必
要

な
橋
梁
の
詳
細
点
検
な
ど
を
行
う
も
の
。

１
２
０
０
万
円

○
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
事
業

　

賑
わ
い
創
出
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
雇
用

６
４
５
万
４
千
円

金
網
柵
の
設
置
に
５
億
３
２
１
４
万
円

国
な
ど
の
補
助
金
を
受
け
大
幅
増
額

第
３
回
臨
時
会

４
月
13
日

第
４
回
臨
時
会

５
月
10
日

　第3回臨時会(4月13日)では、専決処分の承認2件、人事案件の同意1件をそれ
ぞれ原案どおり可決しました。
　第4回臨時会(5月10日)では、議会の構成を決定したほか、工事請負変更契約1
件を原案どおり可決し、農業委員会委員の推薦や監査委員の選任に同意しました。
　6月定例会(14日～ 27日)では、8人の一般質問が行われたほか、報告11件や議
案6件、諮問2件、陳情3件がそれぞれ審議されました。

　　回
臨時会

　 月
定例会

賑わい創出施設建設予定のＡ区画

A
B

C
D E
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●
平
成
23
年
度
６
月
補
正
予
算（
そ
の
２
）

　

５
月
30
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
発
生
し

た
被
害
に
対
す
る
災
害
復
旧
費
を
追
加
す

る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
そ
の
２
）
と
２

特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
・
報
告
の
後
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
そ
の
２
）

８
２
３
５
万
２
千
円

（
全
会
一
致
・
可
決
）

【
主
な
歳
出
】

災
害
復
旧
費

○
現
年
発
生
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業

　

林
道
大
津
呂
線
（
本
郷
地
係
）
ほ
か
８

路
線
の
災
害
復
旧
工
事
や
設
計
監
理
委
託

を
行
う
も
の
。

２
５
４
０
万
円

○
現
年
発
生
山
地
災
害
復
旧
事
業

　

潮
音
院
裏
（
本
郷
地
係
）
ほ
か
３
箇
所

の
災
害
復
旧
工
事
を
行
う
も
の
。

４
１
０
万
円

○
現
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

　

町
道
尾
内
長
町
線
（
尾
内
地
係
）
ほ
か

７
路
線
や
桜
谷
川
（
川
上
地
係
）
ほ
か
10

河
川
、
舘
寺
排
水
路
（
本
郷
地
係
）
の
災

害
復
旧
工
事
や
測
量
調
査
、
設
計
監
理
委

託
を
行
う
も
の
。

３
６
４
０
万
円

○
現
年
発
生
長
井
浜
海
水
浴
場

災
害
復
旧
事
業

　

長
井
浜
海
水
浴
場
に
漂
着
し
た
ゴ
ミ
の

回
収
・
処
分
を
行
う
も
の
。

３
９
９
万
円

■
特
別
会
計
補
正
予
算

　

被
災
し
た
名
田
庄
小
谷
橋
を
復
旧
す
る

た
め
、
上
下
水
道
管
を
上
流
側
に
仮
設
す

る
工
事
を
行
う
も
の
。

　

な
お
、
事
業
費
は
２
会
計
で
均
等
に
案

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

６
０
０
万
５
千
円

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

６
０
０
万
５
千
円

総
務
常
任
委
員
会
議
案
審
査
結
果

　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

議
案
４
件
と
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
陳
情
は
不
採
択
と
す
る
こ

と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
査
さ
れ
た
主
な
議
案
】

● 

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
什
器
備
品

を
１
７
０
１
万
円
で
購
入

　

名
田
庄
久
坂
地
係
で
整
備
を
進
め
て
い

る
里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
椅
子
や
机

な
ど
を
購
入
す
る
も
の
で
、入
札
の
結
果
、

株
式
会
社
ラ
ボ
が
落
札
し
て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

名
田
庄
図
書
館
の
図
書
資
料
を

　

１
２
６
０
万
円
で
購
入

　

新
た
に
整
備
さ
れ
る
名
田
庄
図
書
館
の

図
書
資
料
を
購
入
す
る
も
の
で
、
入
札
の

結
果
、
有
限
会
社
松
宮
書
店
が
落
札
し
て

い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
議
案
審
査
結
果

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ

れ
た
議
案
１
件
と
、
陳
情
２
件
を
審
査
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
陳
情
は
す
べ
て
不
採
択
と

す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
査
さ
れ
た
主
な
議
案
】

● 

農
産
加
工
施
設
の
製
造
機
器
備
品
を

１
億
１
４
９
７
万
５
千
円
で
購
入

　

名
田
庄
西
谷
地
係
で
整
備
を
進
め
て
い

る
農
産
加
工
施
設
に
そ
ば
、
惣
菜
、
菓
子
、

漬
物
を
製
造
す
る
機
器
を
購
入
す
る
も
の

で
、
入
札
の
結
果
、
敦
賀
装
設
株
式
会
社

が
落
札
し
て
い
ま
す
。（

全
会
一
致
・
可
決
）

大
雨
被
害
の
復
旧
費
に
９
４
３
６
万
円

今
後
の
台
風
襲
来
に
備
え
て
早
期
整
備
を

農
産
加
工
施
設
の
製
造
機
器
備
品
を
購
入

平
成
24
年
４
月
の
供
用
開
始
に
向
け
製
造
ラ
イ
ン
を
確
立

建物が完成した農産加工施設
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町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！�

6
月
定
例
会
で
は
、8
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

古石　　實

問
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
町
長
）
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
事
業

と
し
て
、
わ
か
さ
大
飯
マ
リ
ン

ワ
ー
ル
ド
㈱
と
の
協
働
で
、
関
西
電
力

㈱
「
エ
ル
ガ
イ
ア
お
お
い
」
や
㈱
ナ
フ
コ

「
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
ナ
フ
コ
お
お
い
店
」、
㈱

ク
リ
ハ
ラ
ン
ト
「
研
修
施
設
」
を
誘
致
し

ま
し
た
。

問
７
月
に
出
店
予
定
の
「
ホ
ー
ム

プ
ラ
ザ
ナ
フ
コ
お
お
い
店
」
が

出
店
延
期
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
。

答
（
副
町
長
）
㈱
ナ
フ
コ
店
舗
開
発

部
長
か
ら
、
震
災
の
影
響
な
ど

か
ら
、
出
店
時
期
を
見
直
し
た
い
と
の
申

し
出
を
受
け
ま
し
た
。

問
申
し
出
か
ら
３
ヶ
月
が
経
過
し

て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
か
ら
も

積
極
的
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

答
（
副
町
長
）今
後
の
様
々
な
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
、引
き
続
き
出

店
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
成
和
地
区
海
側
の
企
業
誘
致
用

地
が
「
み
ど
り
の
広
場
」
に
転
用

さ
れ
ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
、
総
合
計
画
で
も
重
要
な

事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
新
た
な
用
地
を
造
成
す
る
な
ど

柔
軟
な
対
応
を
す
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）誘
致
に
は
、立
地
条
件

（
雇
用
・
場
所
・
環
境
）・
水
問
題

な
ど
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
ど
ん
な
企
業

で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
成
海
地
区
の
「
う
み
ん
ぴ
あ
大

飯
」
へ
集
約
す
る
た
め
、
新
た
な
用
地
の

造
成
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
町
長
は
、原
子
力
安
全
・
保
安
院

か
ら
の
説
明
を
受
け
て
、停
止
中

の
発
電
所
の
再
稼
働
を
認
め
ら
れ
ま
す
か
。

答
（
町
長
）
再
稼
働
に
は
、
住
民
の

安
全
と
安
心
が
担
保
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
、
新
た
な
安
全
基
準
と
道
路
整

備
な
ど
の
防
護
指
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

問
も
し
、
国
が
避
難
道
路
や
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
見
通
し
を
示

さ
な
け
れ
ば
、
町
と
し
て
の
判
断
を
下
す

こ
と
も
あ
り
得
ま
す
か
。

答
（
町
長
）
そ
う
し
な
け
れ
ば
住
民

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
考
え

ま
す
。

問
町
独
自
で
県
外
へ
の
避
難
地
を

考
え
、対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）
国
の
責
任
で
、
県
境
を

超
え
た
調
整
が
必
要
で
す
。

問
大
飯
発
電
所
周
辺
の
活
断
層
は
、

地
震
に
よ
る
影
響
の
再
評
価
が

必
要
で
す
が
、県
は
理
解
し
て
い
ま
す
か
。

答
（
町
長
）
具
体
的
な
意
見
交
換
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
耐
震
性
評

価
は
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

問
本
年
度
、
総
合
防
災
訓
練
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
計
画
通

り
実
施
さ
れ
ま
す
か
。

答
（
副
町
長
）
町
単
独
の
訓
練
は
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

森内　正美

■
企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
は

町
長 
自
立
し
た
町
づ
く
り
へ
の
足
掛
か
り
と
し
て
、積
極
的
に
進
め
ま
す

■
国
の
震
災
後
の
原
発
対
応
へ
の
評
価
は

町
長 

ま
だ
、国
の
責
任
あ
る
対
応
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

原子力安全・保安院からの説明会
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問
若
狭
湾
を
含
む
沿
岸
で
、
大
津

波
が
起
き
た
と
の
文
献
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
関
西
電
力
は
、「
こ
れ
ま

で
の
説
明
は
誤
解
を
招
く
も
の
で
あ
っ

た
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
は
。

答
（
町
長
）
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
現

在
検
討
中
の
調
査
か
ら
得
ら
れ

た
知
見
を
基
に
、
説
明
責
任
を
十
分
果
た

さ
れ
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

■
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
停

止
へ
の
見
解
は

町
長 

定
期
検
査
中
の
発
電
所

の
再
開
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

問
こ
の
度
の
原
子
力
事
故
を
受
け
、

全
国
の
原
子
力
発
電
所
が
来
年

３
月
に
は
全
て
停
止
し
て
し
ま
う
事
態
と

■
津
波
発
生
の
可
能
性
と
関
西
電
力
か
ら
の
説
明
は

町
長 

町
長
説
明
責
任
を
十
分
果
た
す
よ
う
要
請
し
て
い
き
ま
す

■
原
子
力
災
害
時
に
避
難
道
路
は
機
能
し
ま
す
か

町
長 

バ
イ
パ
ス
道
路
の
建
設
な
ど
を
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す

な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
は
。

答
（
町
長
）
原
子
力
政
策
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
住
民
の
安
全

と
安
心
が
第
一
で
す
。

　

事
故
の
検
証
結
果
と
そ
の
安
全
対
策
な

ど
、
国
の
責
任
あ
る
説
明
が
な
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
避
難
道
路
の
開
設
と
防
災

計
画
の
見
直
し
は

町
長 
関
係
機
関
へ
の
要
請
や
、

速
や
か
な
修
正
を
行
い
ま
す

問
県
道
赤
礁
崎
公
園
線
は
、
緊
急

時
に
は
集
中
す
る
交
通
量
を
裁

き
き
れ
ま
せ
ん
。
早
急
に
代
替
ア
ク
セ
ス

道
の
開
設
を
関
係
機
関
に
要
請
す
る
と
と

も
に
、
防
災
計
画
の
根
本
的
な
見
直
し
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
。

答
（
町
長
）
代
替
道
路
を
整
備
す
る

こ
と
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
計
画
の
見
直
し
は
、
上
位
機
関
の

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
修
正
し
ま
す
。

浜上　雄一

問
原
子
力
災
害
時
に
使
用
す
る
県

道
赤
礁
公
園
線
で
、
特
に
青
戸

の
大
橋
や
国
道
27
号
は
ど
の
程
度
使
え
る

の
か
不
安
が
あ
り
ま
す
が
。

答
（
町
長
）青
戸
の
大
橋
は
、強
風
時

に
は
通
行
困
難
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、県
は
高
欄
の
老
朽

化
に
併
せ
歩
行
者
用
の
高
さ
の
高
欄
に
取

り
替
え
る
工
事
を
発
注
し
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
雨
や
強
風
時
に
は

通
行
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
災
害

時
避
難
用
道
路
と
し
て
災
害
に
強
い
、
安

全
で
、
よ
り
早
く
移
動
で
き
る
バ
イ
パ
ス

的
な
道
路
の
建
設
を
国
・
県
な
ど
関
係
機

関
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
27
号
や
１
６
２
号
、
県
道

小
浜
綾
部
線
の
川
上
区
以
南
の
県
境
部

分
、
坂
本
高
浜
線
第
２
期
工
事
も
、
防
災

や
避
難
用
道
路
と
し
て
一
日
で
も
早
く
整

備
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
整
備
促
進
期
成

同
盟
な
ど
と
広
域
連
携
し
な
が
ら
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

松宮　史知
県道赤礁崎公園線の青戸大橋

整備が続けられている坂本高浜線
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問
本
郷
地
区
は
低
地
な
た
め
水
門

を
閉
じ
て
ポ
ン
プ
で
強
制
的
に

排
水
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
５
月

30
日
の
豪
雨
対
策
は
万
全
で
し
た
か
。

答
（
町
長
）
樋
の
口
川
は
、
排
水
ポ

ン
プ
で
強
制
排
水
し
ま
し
た
。

ま
た
、
よ
ば
た
川
は
、
ゲ
ー
ト
を
閉
め
既

設
ポ
ン
プ
と
仮
設
ポ
ン
プ
の
両
方
で
強
制

排
水
し
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
は
有
効
に
機
能
し
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
舘
地
区
へ
の
排
水
対
策
は
万
全

で
し
た
か
。

答
（
町
長
）３
台
の
仮
設
ポ
ン
プ
で
強

制
排
水
し
ま
し
た
が
、住
宅
の
床

下
浸
水
が
一
部
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

問
尾
内
地
区
へ
の
対
応
策
は
で
き

て
い
ま
す
か
。

答
（
町
長
）
平
成
22
年
度
に
基
本
計

画
を
策
定
し
、
今
年
度
は
、
整

備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

問
ゲ
ー
ト
を
閉
め
る
基
準
な
ど
を

定
め
て
い
ま
す
か
。

答
（
地
籍
整
備
課
長
）
佐
分
利
川
の

水
位
が
１
・
８
ｍ
に
達
し
た
と
き

を
閉
鎖
す
る
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

問
本
郷
地
区
は
浸
水
想
定
地
区
に

な
り
ま
す
が
、
浸
水
対
策
へ
の

町
長
の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

答
（
町
長
）
本
郷
地
区
の
ほ
と
ん
ど

が
低
地
で
す
。

　

今
後
も
、
仮
設
ポ
ン
プ
と
電
源
を
常
に

確
保
し
、
排
水
対
策
に
も
万
全
を
期
し
た

防
災
に
努
め
ま
す
。

問
Ｅ
Ｐ
Ｚ
（
防
災
対
策
地
域
）
域
外

の
住
民
に
ど
う
対
応
し
ま
す
か
。

　

ま
た
、
原
子
力
防
災
の
基
準
を
町
が
独

自
で
持
つ
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
（
町
長
）Ｅ
Ｐ
Ｚ
の
適
用
は
、住

民
に
対
し
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、防
災
対
策
を
円
滑
に
行
な
う
に
は

各
関
係
機
関
と
の
協
力
や
、国
や
県
の
指

針
と
整
合
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、独
自
の

基
準
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

■
大
飯
地
域
に
も
通
学
バ
ス

を
導
入
し
て
は

教
育
長 

地
域
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す

問
保
護
者
の
不
安
と
負
担
を
軽
減

さ
せ
る
た
め
、
大
飯
地
域
の
児

童
達
に
も
バ
ス
通
学
制
度
を
取
り
入
れ
る

べ
き
で
は
。

答
（
教
育
長
）
現
時
点
で
は
、
全
校

児
童
の
バ
ス
通
学
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
、
地
域
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
検
討
し
ま
す
。

問
子
供
た
ち
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
必
要
な
経
費
は
、
惜
し
む

べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

答
（
町
長
）
子
供
た
ち
へ
の
経
費
を

惜
し
む
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
有
害
鳥
獣
対
策
で
雇
用
の

創
出
を

副
町
長 

補
助
事
業
の
性
格
上
、

行
政
指
導
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す

問
恒
久
金
網
柵
設
置
補
助
事
業
で

雇
用
を
創
出
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
（
副
町
長
）補
助
制
度
上
予
算
の

執
行
に
厳
正
を
期
し
、競
争
性
に

よ
り
費
用
対
効
果
を
担
保
す
る
こ
と
が
原

則
で
あ
る
こ
と
か
ら
、雇
用
面
へ
の
行
政

指
導
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

■
豪
雨
時
の
浸
水
防
止
策
の
強
化
を

町
長 

雨
量
状
況
や
ポ
ン
プ
の
能
力
、台
数
を
検
証
し
て
排
水
対
策
を
強
化
し
ま
す

猿橋　啓一

■
安
心
な
社
会
を
取
り
戻
す
た
め
の
行
政
の
役
割
は

町
長 

原
子
力
災
害
に
対
す
る
防
護
策
は
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に

対
処
し
ま
す

森口　精治

本郷地区の浸水状況
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問
国
が
原
発
の
安
全
を
一
元
管
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に

あ
り
な
が
ら
、
福
島
原
発
の
事
故
が
発
生

し
た
こ
と
は
非
常
に
遺
憾
で
あ
り
、
強
い

憤
り
を
感
じ
ま
す
。

　

原
発
の
安
全
の
た
め
に
、
国
の
主
体
的

で
責
任
あ
る
行
動
を
強
く
求
め
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
。

答
（
町
長
）
内
閣
総
理
大
臣
や
経
済

産
業
大
臣
、
原
子
力
委
員
会
に

対
し
て
、
全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町

村
協
議
会
を
通
じ
て
事
故
を
踏
ま
え
た
緊

急
安
全
対
策
の
実
施
や
原
因
の
徹
底
的
な

究
明
と
安
全
基
準
の
抜
本
的
な
見
直
し
、

複
合
災
害
時
の
避
難
道
路
の
整
備
な
ど
の

緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
請
事
項
へ
の
回
答
を
明
確

に
示
し
、説
明
責
任
を
果
す
よ
う
、国
に
対

し
て
再
三
再
四
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
核
燃
税
交
付
金
の
配
分
協

議
の
方
針
は

副
町
長 

立
地
市
町
へ
の
重
点

配
分
を
求
め
ま
す

問
福
井
県
核
燃
料
税
が
５
％
増
の

17
％
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、

福
島
原
発
の
事
故
に
よ
り
立
地
自
治
体
の

責
務
が
よ
り
重
く
な
る
中
、
町
や
嶺
南
地

域
へ
の
配
分
率
協
議
に
ど
の
よ
う
な
方
針

で
臨
ま
れ
る
の
で
す
か
。

答
（
副
町
長
）
嶺
南
立
地
４
市
町
で

構
成
す
る
福
井
県
原
子
力
発
電

所
所
在
市
町
協
議
会
を
通
じ
、
立
地
市
町

へ
の
重
点
配
分
を
強
く
求
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
原
発
の
安
全
を
ど
う
確
保
し
ま
す
か

町
長 

国
の
原
因
究
明
と
対
策
、避
難
路
の
確
保
を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す

■
原
子
力
行
政
の
転
換
を
求
め
ま
す

町
長 

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
は
、国
民
的
議
論
が
必
要

問
今
度
の
事
故
を
受
け
、
原
発
へ

の
認
識
は
変
わ
り
ま
し
た
か
。

答
（
町
長
）
安
全
神
話
は
崩
れ
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問
Ｅ
Ｐ
Ｚ
（
防
災
対
策
地
域
）
の
拡

大
が
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）
国
の
責
任
で
示
す
べ
き

で
あ
り
、
町
と
し
て
は
、
Ｅ
Ｐ

Ｚ
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
不

安
な
安
全
対
策
の
原
発
な
ら
ば
、
持
ち

帰
っ
て
ほ
し
い
気
持
ち
で
す
。

問
今
後
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
基
本
方
針
に
据
え
て
、

町
の
発
展
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）
当
面
は
原
子
力
発
電
の

役
割
は
続
く
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

方
向
性
や
国
民
的
な
議
論
を
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
本
町
の
太
陽
光
発
電
住
宅
へ
の

補
助
金
額
は
、
他
地
域
に
比
べ

て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

せ
め
て
県
の
補
助
金
額
に
合
わ
せ
る
べ

き
で
は
。

答
（
副
町
長
）
今
後
の
検
討
課
題
と

し
ま
す
。

■
自
然
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
へ
の
方
策
は

副
町
長 

自
主
防
災
組
織
の

育
成
・
協
力
に
努
め
ま
す

問
災
害
時
毎
に
発
生
す
る
水
害
や

土
砂
災
害
な
ど
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
が
町
の
仕
事
で
は
。

答
（
副
町
長
）
必
要
に
応
じ
て
治
山

事
業
や
河
川
・
水
路
改
修
を
行

う
と
と
も
に
、
非
難
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

点
検
・
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
「
自
主
防
災
組
織
」
を
育
成
・

強
化
し
、
全
戸
配
布
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
情
報
を
常
に
把
握
し
て
、「
減
災
」
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中塚　　寛

猿橋　　巧

福井県
7.2%

県との連携事業枠0.8%

福井県核燃料税 配分比率
（現在の12%の配分比率）

立地市町村
2.205%

周辺市町村
0.795%
周辺市町村
0.795%

嶺南広域行政組合1.0%

No.22おおい町議会だより0 9

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！



議
会
の
あ
り
方
へ
の
取
り
組
み

が
喫
緊
の
課
題

　

研
修
は
福
井
県
町
村
議
会
議
長
会
事

務
局
伊
藤
参
事
を
講
師
と
し
て
、
内
容

は
最
近
話
題
と
な
っ
て
る
議
論
や
課
題

を
中
心
と
し
た
研
修
で
し
た
。

　

議
会
の
召
集
権
は
町
長
に
の
み
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
鹿
児
島
県
阿
久
根

市
長
の
専
決
乱
発
問
題
を
受
け
て
、
議

長
に
も
認
め
る
法
改
正
が
国
会
で
審
議

中
で
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
定
例
会
の
回
数
制
限
（
通
常

年
４
回
開
催
）
が
法
改
正
で
撤
廃
さ

れ
、
い
つ
で
も
何
日
で
も
開
催
可
能
と

な
り
議
会
開
催
が
柔
軟
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
住
民
に
議
会
活
動
が
理
解
さ
れ

や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

　

質
問
、
質
疑
は
一
問
一
答
方
式
が
住

民
に
分
か
り
や
す
く
理
解
さ
れ
や
す
い

た
め
、
取
り
組
み
が
全
国
的
な
広
が
り

み
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
内
で
も
お

お
い
町
を
は
じ
め
３
町
が
実
施
し
て
い

る
こ
と
。

　

ま
た
、
政
務
調
査
費
の
交
付
は
議
員

の
資
質
を
高
め
議
会
を
活
性
化
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
こ
と
。

　

議
員
定
数
の
削
減
の
圧
力
は
議
会
無

用
論
や
議
会
制
民
主
主
義
の
否
定
に
つ

な
が
る
か
ら
、
住
民
の
理
解
を
得
る
努

力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
町
村
議
員
の
報
酬
は
額
が
低

く
、
若
い
層
や
勤
労
者
が
出
馬
で
き
な

い
の
で
、
生
活
で
き
る
額
に
引
き
上
げ

る
こ
と
が
検
討
課
題
で
あ
る
こ
と
。

　

一
方
、
議
会
事
務
局
体
制
の
充
実
も

議
会
権
限
の
強
化
や
議
会
活
動
の
活
発

化
に
必
要
で
あ
る
こ
と
。

　

以
上
、
研
修
を
通
じ
て
地
方
議
会
の

最
近
の
話
題
や
、
住
民
の
議
会
へ
の
評

価
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
議
会
の
あ
り
方
へ
の
取
り
組
み
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

（
今
川
）

読
者
目
線
の
編
集
を

　

今
回
の
広
報
研
修
会
は
、
長
年
地
域

開
発
や
地
域
振
興
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ

る
城
市
創
氏
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
議
会
だ
よ
り
」
を
使
い

日
々
議
会
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
議
論

を
い
か
に
し
て
町
民
の
皆
様
に
伝
え
て

い
く
か
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、「
議

会
だ
よ
り
」
に
し
か
書
け
な
い
内
容
、

つ
ま
り
議
会
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な

さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
の
公
開
が
大

切
で
、
こ
れ
が
「
町
広
報
」
の
決
定
し

た
こ
と
だ
け
を
伝
え
る
点
と
最
も
違
い

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
点
は
、「
議
会
だ
よ
り
」
は
本

町
の
議
会
基
本
条
例
５
条
に
う
た
わ
れ

て
い
る
「
情
報
公
開
の
徹
底
」
を
形
に

す
る
一
つ
の
大
切
な
手
段
で
あ
る
の

で
、
今
後
の
編
集
で
常
に
念
頭
に
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　

第
二
に
、「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

は
、「
誰
に
で
も
理
解
で
き
る
読
者
目

線
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
知

識
の
み
の
世
界
で
繰
り
広
げ
る
紙
面
展

開
は
、
読
者
を
見
失
っ
て
い
る
こ
と
だ

と
確
認
し
ま
し
た
。

　

難
解
な
専
門
的
語
句
を
多
用
す
れ
ば
、

町
民
の
皆
様
の
読
も
う
と
す
る
意
欲
は

減
少
し
、
引
い
て
は
議
会
離
れ
に
つ
な

が
っ
て
い
く
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
今
後

の
編
集
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
今
後
の
議
会
だ
よ
り
の

紙
面
編
集
に
生
か
し
、
議
会
の
活
動
内

容
を
で
き
る
限
り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
宮
）

新

人

議

員

研

修

報

告

﹇
研
修
日
時
﹈
平
成
23
年
５
月
12
日 

﹇
参
加
者
﹈
議
員
７
人

﹇
研
修
場
所
﹈
福
井
県
自
治
会
館

町
議
会
広
報
研
修
会
報
告

﹇
研
修
日
時
﹈
平
成
22
年
６
月
２
日 

﹇
参
加
者
﹈
委
員
６
人

﹇
研
修
場
所
﹈
福
井
県
自
治
会
館

城市氏を迎えて行われた
広報研修会
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修
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1年前の
一般質問

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後、どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。
　今回は、平成22年6月定例会からピックアップしました。

みどりの広場の完成予想図

町全体を囲む金網柵

　競技者間交流や、さらには地域間交流にまで
発展させるための受け皿として、サッカー競技
にも使えるグラウンド整備の計画を行います。

　サッカーやラグビー競技に対応できるグラ
ウンドを中心として、今年度中に実施設計が
行われ、来年度からは工事に着手される予定
で進められています。

実施設計後、来年度から着工

　成和地区多目的グラウンド横の空き地を、
サッカーなどのスポーツに使える緑の広場に
整備する計画はどうなりましたか。

（新谷　欣也 議員）

おおい町にサッカー場を

町長答弁

どうなった?

整備に向け基本設計に
着手します

　平成23年度当初・6月補正予算で、町全
体の山際を囲う経費が計上されました。
　今後、事業の説明会や協定が終わった集
落から、順次実施していきます。

侵入防止恒久柵の設置
を決定

　町民の代表者による検討委員会を立ち上
げて、農地の「線と面」の防御に重点を置き、
その方策を検討していきます。

抜本的な対策を計画します

　今までの集落や農家組合単位の対策では、
被害防止に限界があります。
　地域全体を囲う侵入防止柵の設置を進め
ては。 （森内　正美 議員）

鳥獣被害防止対策の見直しを

町長答弁

どうなった?
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あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
？



　おおいレスリングクラブは、地元のレスリング選手
の育成を目指して昭和60年に設立されました。
現在クラブ員は3歳児から小学生までの13人で、

元気いっぱいに練習しています。
このクラブは、全国大会をはじめ年間数多くの大会に出
場し、各地の子供たちと友好を深めています。日々の練習
では、マット上での様々な運動を通して、厳しい中にも楽
しみながら心と体の発達向上に取り組んでいます。平成30
年開催の福井国体レスリング競技会場におおい町が決定し
たこともあり、みんな大舞台に立つことを夢見て練習をし
ています。
練習会場で保護者の方にレスリングの魅力についてお尋

ねしました。 (松宮 記)

 【北村君（5歳）のお母さんから】
息子がレスリングを始めたのは3才のときです。マット運
動をしっかりしているおかげか、今まで怪我をしたことはあ
りません。2才上の兄と組むことが多いですが、小学生のお
兄ちゃんお姉ちゃんと組むときも優しく指導してくれるの
で痛がったり嫌がったりすることはなく、練習には積極的
です。
3才下の弟も遊び感覚で練習に参加しています。うれしい
効果は、病気をほとんどしなくなったこと！

結成以来18年目を迎えました。これまで地域
の皆様には温かいご支援を頂き、メンバー一同
感謝申し上げます。
現在は恒例のイベント スーパー大火勢のステー

ジに向け練習に励んでいます。会場もうみんぴあ
大飯に変わり期待に胸を膨らませています。
それにしても、3月11日の震災は本当に心が痛

みました。メンバーで話し合って我々も何かでき
ないかと町内で活動されている方々に声をかけた
ところ話がまとまり、6月19日にみんなの思いが
形となり「なないろチャリティーコンサート」が実
現しました。
今年のもう一つの夢は、自分達のコンサート

を叶えることです。福井、富山、滋賀、大阪と県内外の太
鼓グループと交流を重ね、舞台の経験も積んできました。
地道な活動を続ける中で新しいメンバーも増えてきまし

た。私達の活動に興味のある方は一緒に太鼓を叩きませんか。
どなたも大歓迎です。この町で新しい伝統を作りましょう。
2年後の結成20周年に向けて飛躍を目指しています。

（2011、夏） （森口 記）

夢 を追いかけて

福 井国体出場を目指して

　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は9月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111 内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

４
月
の
町
議
会
選
挙
後
、
初
め

て
の
臨
時
会
が
５
月
10
日
に
招
集

さ
れ
、
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
回
も
引
き
続

き
「
広
報
特
別
委
員
会
」
を
設
置

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
定
例
会
は
、
６
月

14
日
か
ら
14
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
、
補
正
予
算
の
ほ
か
10
件
の

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

質
問
で
は
８
人
の
議
員
が
、
一
問

一
答
方
式
で
町
政
へ
の
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
研
修
報
告
に
も
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

委
員
会
は
議
会
基
本
条
例
の
精
神

に
の
っ
と
り
、
議
会
の
活
動
内
容

を
町
民
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ

と
が
最
大
の
責
務
と
な
り
ま
す
。

本
会
議
で
決
ま
っ
た
こ
と
だ
け

で
な
く
、
議
論
の
過
程
も
で
き
る

限
り
掲
載
し
、
議
会
の
議
論
内
容

が
町
民
の
皆
様
に
伝
わ
る
よ
う
に

努
力
し
て
ゆ
く
方
針
で
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
長　

松
宮 

史
知

副
委
員
長　

森
口 

精
治

委　
　

員　

小
川 

宗
一

　
　
　
　
　

森
内 

正
美

　
　
　
　
　

今
川 

直
樹

　
　
　
　
　

尾
谷 

和
枝

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：9月7日から27日まで（21日間）
本会議：7日（議案提案理由説明）、15日（一般質問）、27日（採決）
委員会：総務・産業建設常任委員会（9日）、予算決算常任委員会（7・20・21日）

9月定例会
の予定

大飯ブレイズ 代表　吉村 広美 さん

おおいレスリングクラブ 監督　三谷 啓司 さん

　おお
の

地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
同同同同同同同同同同同同同同

テーテーテーテテテーテテテーーテテテテーテーテテ
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おおい

女子59kg級 日本代表の正田
絢子選手を囲んで
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